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モ
バ
イ
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ー
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ュ
レ
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ョ
ン

　

第
一
薬
科
大
学
で
は
、
こ
の
ほ
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
地
震
な
ど
の
災
害
が
複
合

的
に
発
生
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
被
災
地

に
お
け
る
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
活
用
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　

大
地
震
や
台
風
・
水
害
が
発
生
し
た
直
後

は
地
域
の
薬
局
自
体
が
被
災
し
活
動
が
制
限

さ
れ
る
た
め
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が

被
災
地
に
向
か
い
被
災
者
の
薬
物
治
療
の
支

援
を
行
う
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
被
災
者
が
薬
を
受

け
取
る
た
め
に
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に

集
ま
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
あ

る
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
「
三
密
」
を
避
け

る
区
分
は
難
し
い
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感

染
者
集
団
）
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
第
一
薬
科
大
学
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
災
害
が
複
合
的
に
発
生
す
る

ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
に
お
い
て
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
設
置
や

マ
ス
ク
の
配
布
、
で
き
る
範
囲
の
換
気
、
密

に
な
ら
な
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
の
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
を
行
い
、
模
擬
被
災
者
に
対

す
る
薬
物
治
療
の
実
地
演
習
を
実
施
。

　

さ
ら
に
、
同
大
学
教
員
の
薬
剤
師
が
、
模

擬
被
災
者
に
対
し
て
非
接
触
式
の
体
温
測
定

や
問
診
を
行
い
、
感
染
の
疑
い
が
あ
れ
ば
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
分
し
た
エ
ア
テ
ン
ト
に

誘
導
す
る
段
取
り
も
確
認
し
た
。
同
大
学
で

は
「
今
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
複
合
的
災
害

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
す
る
中
で
薬
剤
師
に
よ
る
災
害
薬
事
対

応
力
を
向
上
さ
せ
、
被
災
者
の
安
心
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
で
き
な
い
高
校
生
向

け
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
に
い
な
が
ら
体

験
で
き
る
「
ネ
ッ
ト
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
4
月
27
日
か
ら
公
開
し
て
い
る
。
福
岡
市

の
大
学
で
は
初
の
取
り
組
み
。

　

初
日
に
は
Z
O
O
M
を
利
用
し
て
、
同
大

学
教
員
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の
最

前
線
セ
ミ
ナ
ー
」「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
す
る
漢
方
治
療
セ
ミ
ナ
ー
」「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
肺
炎
患
者
の
看
護

セ
ミ
ナ
ー
」
を
ラ
イ
ブ
配
信
。
さ
ら
に
、
同

大
学
教
員
と
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ビ
デ
オ
通

話
相
談
」「
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
相
談
」
の

ウ
ェ
ブ
入
試
相
談
会
を
実
施
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
春
は
高
校
3
年
生
が
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
各
大
学
を
訪
問

し
、
情
報
収
集
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
春

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
多
く
の
大
学
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
中
止
・
延
期
さ
れ
て
い
る
。

　

同
大
学
で
は
「
医
療
大
学
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
し
い
最
新
知

識
を
ウ
ェ
ブ
配
信
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ

相
談
会
を
通
じ
て
高
校
生
や
保
護
者
の
入
試

相
談
に
対
応
し
て
、
不
安
や
心
配
を
少
し
で

も
解
消
し
た
い
」
と
し
た
。

【 2・ニュース】

オ
レ
ン
ジ
の
風
⒇

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長

　

令
和
2
年
5
月

4
日
、
安
倍
総
理

は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
事
態
宣
言
の

期
間
を
5
月
31
日

ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
に
も
関
わ
ら
ず
、
感
染

者
の
減
少
が
十
分
と
い
え
な
い
こ
と
、
医

療
体
制
の
ひ
っ
迫
の
改
善
に
1
ヵ
月
程
度

の
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
新
規
感
染

者
を
1
日
当
た
り
一
定
の
レ
ベ
ル
以
下
に

減
ら
す
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
延
長
の

主
な
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
5
月
14
日
を
目
途
に
専
門

家
が
地
域
ご
と
に
分
析
し
、
可
能
で
あ
れ

ば
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
す
る
こ
と
に
も

言
及
さ
れ
、
14
日
39
県
で
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
は

継
続
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
わ
た
っ
て
の

一
刻
も
早
い
収
束
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
会
に
お
い
て
は
、
令
和
2
年

度
補
正
予
算
案
を
審
議
し
、
4
月
30
日
の

参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
歳

出
総
額
約
26
兆
円
の
追
加
予
算
が
成
立
し

ま
し
た
。
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
加

速
に
必
要
な
経
費
（
約
8
3
0
億
円
）
と

と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
改
革
と
し

て
、
海
外
依
存
度
が
高
い
医
薬
品
原
料
の

国
内
製
造
拠
点
の
整
備
を
支
援
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
（
30
億
円
）
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
2
月
初
旬
以
降
の

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
お
け
る
感
染
者
対
策

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
5
月
1
日
に
厚

生
労
働
省
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
現
地
対
策
本
部
が
報
告
書
を
ま
と
め
て

公
表
し
て
い
ま
す
（https://w

w
w
.m
hlw
.

go.jp/content/10900000/000627363.
pdf

）。「
医
薬
品
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
の
項
目
で
は
、
病
院
薬
剤
師
会
、

薬
剤
師
会
、
薬
局
、
卸
売
業
連
合
会
等
多

く
の
方
々
の
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
民
党
女
性
局
次
長

厚
生
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員
長

参
議
院
議
員
・
薬
剤
師　
　
　

本
田
顕
子

１　

本
田
あ
き
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
で
す
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

２　

本
田
あ
き
こ
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
し
ま
す
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


